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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 生物が細胞分裂する際、次の世代に遺伝情報を伝えるために、様々な DNA ポリメラーゼが協力して染色体 DNA を複

製している。本研究では、DNA 損傷乗り越え合成に働く DNA ポリメラーゼに着目し、DNA 複製の新たな仕組みを明らか

にする事を目的としている。本年度の研究実施計画では、１）必要な複製関連タンパク質因子の精製、２）複製フォ

ークにおけるポリメラーゼスイッチの生化学的解析の二点を実施する予定であった。１）に関しては、計画通り、研

究遂行上最も重要な酵素である DNA ポリメラーゼ Pol III の精製を行った。タグを利用した新たな精製方法を確立し、

これまで困難であった Pol III の精製を簡便化することに成功した。またこの方法を利用し、校正機能欠損変異型 Pol 

III の精製も行った。これらの Pol III を用いて、計画の２）を実施した。まず、野生型 Pol III と他の複製関連タ

ンパク質因子を用いて、試験管内で DNA 複製反応を行わせた。その結果、リーディング、ラギング鎖由来の複製産物

が検出された事から、正常な複製フォークが再構成されている事が確認できた。そこで、この系に更に損傷乗り越え

型 DNA ポリメラーゼである Pol IV を加えたところ、Pol III 由来の長い複製産物の顕著な減少を見いだした。これは、

リーディング鎖上で、Pol III から Pol IV へのポリメラーゼの交代が起きた事を示唆している。また、Pol IV の複製

産物と考えられる産物も検出された事から、複製フォークで損傷乗り越え型 DNA ポリメラーゼが DNA 合成反応を行う

可能性が示された。これまで、損傷乗り越え型 DNA ポリメラーゼが複製フォークで働く事は予想されてはいたが、直

接の証明はなされていないため、この結果には特に注目される。以降はこの可能性の検証を行うとともに、変異型 Pol 

III を用いた解析等を行う予定である。 
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